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鬼丸和幸《秋の夕焼け雲》

今年は残暑が続き、９月に入っても気温が高い日が続きました。それでも９月下旬になる
と、突然大雨が降ったり、急に夜間底冷えするようになったりと、天気が急変するように
なりました。秋が深まっていくと、分厚く濃赤色となった幻想的な夕焼け雲を、見ること
ができるかもしれません。（鬼丸和幸）



 現在開催中の特別展「蛍が舞う
風景」ですが、早くも残り 1

か月の会期を残すのみとなりました。
ご観覧いただきました皆様、ありがと
うございました。
　さて、8 月の朝日新聞朝刊に、「あ
なたが好きな昆虫は？」という特集記
事が掲載されていました。アンケート
結果で 1 位になったのが「ホタル」。
続いて 2 位「カブトムシ」、3 位「ク
ワガタムシ」でした。現代でも、闇夜
に光る幻想的なホタルの姿が、広く受
け入れられたのかもしれません。た
だ、選ばれた理由の 1 つに「姿がはっ
きり見えなければという前提です」と
あったそうで、少々がっかりしました。
以前、ホタル観察会を行った時、参加
された親子が光りながら飛び交うホタ
ルの姿を見て、「初めて見ました。感
動です！」とおっしゃられた後、ホタ
ルを捕まえて、その姿を見られたとた

ん「キモイ～」と、すぐに手放された
…という場面がありました。「暗闇で
光る姿は好き。でも形は嫌い」…その
矛盾したモノの見方に、違和感を覚え
ました。
　生き物に対して、姿形、動き、にお
い、すんでいる環境など、その全てを
見たり、聞いたり、触ったり…した上
で、その生き物の本当の姿を受け入れ
て欲しいと思っています。
　特別展「蛍が舞う風景」の展示では、
ホタルの幻想的な画像はもちろん、実
物標本や標本画での姿、美術や文学の
世界での姿などご紹介しています。ホ
タルが持つ様々な姿を、知っていただ
ければと願っています。
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リンナイチャシ
本当の姿は？
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柏ヶ丘運動公園内にあるリンナ
イチャシは、美幌町にある

チャシの中で最もよく知られたもの
です。昭和 26 年、スキーのジャンプ
台の土台として使用されたことから
チャシは壊され、現在の姿は「北海道
100 年事業」により展望台として復
元されたものとなっています。

現在の柏ヶ丘運動公園は、野球場や
陸上競技場が設けられた広大なスポー
ツ施設となっていますが、昔は種馬所
や競馬場が設けられ、家畜市場として
も使用されていた場所でした。現在で
は広く平坦な丘となっていますが、元
の地形では丘の中央付近に沢がありま
した。昭和 11 年に競馬場を作る際に
は、走路部分のみ沢を埋めて作ったと
されています。その沢があった場所は、
現在の野球場と陸上競技場の間に位置
していたようです。

元のチャシの姿を知るために古い

資料を探っていると、昭和 30 年代に
美幌町郷土史研究会が作成したリンナ
イチャシ周辺の平面図が見つかりまし
た。この平面図には当時の競馬場や沢
跡も記録されており、リンナイチャシ
の本当の姿を知る手掛かりとなるもの
でした。現在のリンナイチャシは、崖
に面した台地上に構築される面崖式
チャシとして知られていますが、美幌
町郷土史研究会の平面図を見ると、丘
の先端にチャシを構築する丘先式チャ
シに似ているようにも見えます。リン
ナイチャシは土盛りのチャシとして知
られていますが、そのチャシの上にさ
らに土を盛ってジャンプ台を作ったこ
とも、この図から確認できました。

今では平坦な丘の縁にポツンとあ
るチャシですが、元の姿は崖と沢の間
に挟まれた、極めて防御性の高いチャ
シだったのかもしれません。

写真・文／八重柏誠
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我が家の愛犬は甘やかしすぎたため、わがままな犬に育ってしまいま
した。そばにいろ、食べ物くれと毎日吠え続けてます。先
日、これまで聞いたこともないような悲しい声で泣き始め
たので、念の為動物病院へ連れて行くと、ただの食べ過ぎ
でした。ちょっと迷惑な愛犬です。（八重柏誠）

美幌博物館開館記念日　無料開館美幌博物館開館記念日　無料開館
10/ ５㈰ 
美幌博物館・無料 

博物館講座（自然編）博物館講座（自然編）
「スミレと生きるショウジョウバエのふしぎ」「スミレと生きるショウジョウバエのふしぎ」
10/18 ㈯ ９:30 〜 12:00
美幌博物館２階 視聴覚室・無料 
講　師／中村祥子氏（森林総合研究所） 
対　象／中学生以上（小学生以下は保護者同伴）
申込み／美幌博物館に電話で申込み (–10/17）。定員 50 名で締切。

プチ工房「ラップブレスレット」プチ工房「ラップブレスレット」
10/24 ㈮、25 ㈯ 10:00 〜 12:00、14:00 〜 16:00 自由入室で作品

ができ次第終了 
美幌博物館 1 階 講座室・500 円 
講　師／八重柏誠（美幌博物館） 
対　象／どなたでも（小学 3 年生以下は保護者同伴）
申込み／美幌博物館に電話で申込み。各日 50 名で締切。

特別展「蛍が舞う風景」特別展「蛍が舞う風景」
〜 10 月 26 日㈰ 
ロビー展「フィルムで振り返る復刻上映」ロビー展「フィルムで振り返る復刻上映」
〜 10 月 5 日㈰ 
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Event イベントイベント
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持ち物等は申込時にご確認ください持ち物等は申込時にご確認ください

送付先の変更、または停止などをご希望の場合送付先の変更、または停止などをご希望の場合
お引越しなどでご住所が変わられた、あるいは送付を止めてほしいなどの
ご希望がございましたら、美幌博物館までお知らせください。


